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岡遠田遺跡発掘だより

　岡遠田遺跡は丸亀市飯山町上法軍寺に所在し、

岡田台地にある遺跡です。遺跡の調査は岡 1 号

池の北と南で行っています。弥生時代後期・古墳

時代後期の竪穴建物跡、鎌倉時代の掘立柱建物跡

などからなる集落跡が見つかりました。西には飛

鳥時代から奈良時代ごろの集落跡である遠田遺

跡、南には古墳時代後期から鎌倉時代ごろの岡遠

田南遺跡などがあり、岡田台地の上には広範囲に

わたって、弥生時代以降連綿と遺跡が営まれてい

たことがわかってきました。

見つかった古代の柱穴跡

▲ 36 次調査 4・５区

▲

日　時： 2021 年 6 月 5 日（土）～ 6 月 27 日（日）

場　所：高松市香南歴史民俗郷土館

　　　　　　高松市香南町由佐 253-1　

　　　　　　   TEL 087-879-0717

主　催： 高松市香南歴史民俗郷土館

観覧料：無料

テーマ展

展示のお知らせ

遺跡でたどる香南の歴史

弥生時代後期の竪穴建物跡を発掘しています。

後方は飯野山です。

古墳時代後期の竪穴建物跡を発掘しています。

建物の壁沿いには溝が巡っています。

（丸亀市飯山町）

36 次調査 5 区で

←柱穴跡

香川県埋蔵文化財センターが協力します

▲ 横井南原遺跡

見つかった古代の柱穴跡

▲
36 次調査 5 区で

おかとおだいせき



　38 次調査 1 区の東端では奈良時代の掘立柱

建物跡の一部と考えられる柱穴跡が見つかりま

した。1 区の中央部から西部、および 2 区では

鎌倉時代の柱穴跡などが見つかりましたが、奈

良時代の建物跡はありませんでした。このこと

から奈良時代の掘立建物群は 1 区の東端よりも

東側に分布することがわかりました。

奈良時代の柱穴跡

　6 次調査では飛鳥時代の溝跡、奈良時代の掘

立柱建物跡などが見つかりました。

　奈良時代の掘立柱建物跡は、梁間３間（６ｍ）、

桁行 4 間（8.2ｍ）と大規模な総柱建物です。

この掘立柱建物は数十年後に建て替えられた際

に礎石建物に変わっています。長期間同じ場所

に継続して建てられていることから、この建物

は国府の中の特別な機能をもつものと考えられ

ます。

　これらの調査結果から図の範囲に奈良時代

の施設が作られていたことがわかりました。

この範囲は 1 辺 70ｍを超える広大な面積で

あることから、讃岐国府の中でも主要な施設

の一つになる可能性が高いと考えられます。

　讃岐国府跡は令和 2 年 3 月に国の史跡に指定されました。埋蔵文化財センターでは平成 30 年～令和 2

年度には国府の広がりや国府内の施設の内容を確認するために讃岐国府跡探求事業を行いました。この展

示では讃岐国府跡探求事業の調査成果を中心にご紹介します。

 　開法寺池の南と北で発掘調査を行い

ました。開法寺池の北は城山からのびる

深い谷でしたが、奈良時代以降に埋没し

ていき、鎌倉時代から室町時代以降に造

成されて平地になったことがわかりまし

た。池の南側では古代の柱穴跡や溝跡が

みつかりました。開法寺池の周辺は、か

なり地形が改変され讃岐国跡または開法

寺に関連する施設がこの付近まで広がっ

ていることがわかりました。

　37 次調査 3 区・5 区では奈良時代の

掘立柱建物跡、その東側の１区・2 区で

は区画のために設けられたと考えられる

溝跡が見つかりました。建物跡は柱穴跡

の一部が見つかっただけですが、南北方

向に長い総柱建物で、床をもつ格式の高

い建物または建物内に重量物を置く高床

の倉庫であると考えられます。

38 次調査（令和 2 年度の調査）
38 次調査 1 区奈良時代から平安時代の柱穴跡　▼

6 次調査（昭和 54 年度の調査） 6 次調査奈良時代の掘立柱建物跡　▼

37 次調査（令和元年度の調査）

掘立柱建物　
   地面に穴を掘りくぼめて、穴の中  に柱を立てた建物

総柱建物　
   外側だけではなく、内側にも格子状に柱がある建物

礎石建物
   土台（礎）の上に柱を置いて立てた建物

国府　

  奈良時代（約 1,300 年前）に地方統治の中心として国

ごとに置かれた役所で、現在の都道府県庁のような施

設です。

 37 次 3 区・5 区古代の建物跡　 ▼

展示のご紹介

 埋蔵文化財センター第２展示室 テーマ展

「讃岐国府跡ヒストリア２   －讃岐国府跡探求事業の調査成果ー」

日　時：令和 3 年 5 月 10 日（月）～ 7 月 7 日（水）　土・日曜・祝日は休館　　観覧料：無料

36 次調査（平成 30 年度の発掘調査）

拡大図

▲ 37 次調査出土軒平瓦

6・37・38 次調査地点と周辺の状況　▼

掘立柱建物　
 地面に穴を掘りくぼめて、穴の中  に柱を立てた建物

総柱建物　
外側だけではなく、内側にも格子状に柱がある建物

礎石建物
 土台（礎）の上に柱を置いて立てた建物

国府　

奈良時代（約 1,300 年前）に地方統治の中心として国

ごとに置かれた役所で、現在の都道府県庁のような施

設です。

調査地点拡大図　▼


